
 民俗資料収集・保存方針等検討委員会傍聴要領  （目的） 第１条 この要領は、民俗資料収集・保存方針等検討委員会設置要綱第８条の規定に基づき、民俗資料収集・保存方針等検討委員会の傍聴に関し必要な事項を定めることを目的とする。  （傍聴の手続等） 第２条 傍聴の受付は、委員会開催日の開催時刻３０分前から５分前の間に行うものとする。 ２ 傍聴の受付は先着順に行い、定員になり次第終了するものとする。 ３ 傍聴者の定員は１０名とする。なお、報道関係者が入る場合は、これとは別に傍聴席を設ける。  （傍聴することができない者） 第３条 次の各号のいずれかに該当する者は、会議を傍聴することができない。 （１） 銃器その他の人に危害を加えるおそれのある物品を携帯している者 （２） 張り紙、ビラ、プラカード、旗、たすき等を携帯し、または着用している者 （３） ラジオ、拡声器、無線機、マイク等を携帯している者 （４） 笛、ラッパ、太鼓その他楽器類を携帯している者 （５） 酒気を帯びていると認められる者 （６） その他会議を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者  （傍聴人の遵守事項） 第４条 傍聴者は次に掲げる事項を守らなければならない。 （１） 傍聴者はみだりに傍聴席から離れないこと。 （２） 静粛にし、会議における言動に対して拍手その他の方法で、公然と賛否の意向を 表明しないこと。 （３） 飲食又は喫煙をしないこと。 （４） 写真撮影、録画、録音等は行わないこと。ただし、許可を得た場合はこの限りではない。 （５） 携帯電話等は使用しないこと。 （６） 前各号に定めることのほか、会議の秩序を乱し、又は会議の支障となるような行為を しないこと。  （会議の秩序の維持） 第５条 傍聴者は、会議を傍聴するに当たって、係員の指示に従わなければならない。 ２ 傍聴者が前条各号の定めに違反し退場を命じられたときは、速やかに退場しなければなら ない。この場合において、退場を命じられた者は、当日再び傍聴席に入ることはできない。  附 則 この要領は、令和８年３月１１日から施行する。 
 


